





















































吉 松 秀 柏
9%以下の炭素濃度のFe-C2元合金は, 1100 oCの高温で fcc構造の安定固溶体である｡
これを0℃に急冷すると無拡散変態 (マルテンサイ ト変態 )し,炭素を過飽和に含んだ固溶休
であるbct構造のマルテンサイ トが得られる｡ fle-C2元合金では, 一般に,マルテンサイ
ト変態点 (Ms点)が室温より高いので, 急冷後には,マルテンサイ トは室温時効を受け過飽
和な炭素の析出が起こる｡ そこで,マンガンをFe-C2元合金に添加してMs点を室温以下に
下げ,液体- リウムに入れることにより,フレッシュマルテンサイ ト形成直後の炭素の位置及
び室温時効による炭素の挙動を調べた｡
本研究では, Fe-Mn-C3元合金のマンガン濃度は,約6%に固定し,炭素濃度を1.9%
から6.4%まで変え, 13C,55Mn,57FeNMR,57Feメスバウアー効果測定を行なった｡
炭素濃度が4.9%以上では,Ms点は0℃以下なので,室温時効の実験は,4.9%の試料を用
いた｡同時に, Fe-Mn2元合金についても,マンガン濃度を0.59%から10.6%まで変えて
測定した｡
その結果,Fe-Mn2元合金では,第3近接以遠にマンガンを見るマンガンの共鳴周波数は
240MHzに主共鳴線として存在し,最近接に1個のマンガンを見るマンガンの共鳴周波数は
210MHz付近にサテライ トとして現れ,マンガン濃度の増加と共に,周波数及びその強度は
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